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【背景と目的】
近年残存甲状腺破壊を目的とした放射性ヨウ素 (1110MBq) によるアブレーション治療の外
来治療実施要項が作成され、外来診療でのアブレーション治療が可能となった。本研究では
高リスク群分化型甲状腺癌患者における低用量 (1110MBq) の放射線ヨウ素によるアブレー
ション治療の達成率を算出した。また、達成の成否と患者側の因子（年齢、性別、pT stage、
リンパ節転移の有無、甲状腺全摘術からアブレーション治療までの期間）との関連を検討し
た。  
【対象と方法】 
本研究では 2009年 1月から 2011年 3月までに遠隔転移および放射線ヨウ素によるアブレー
ション治療歴がなく、根治的甲状腺全摘術後に低用量 (1110MBq) の放射線ヨウ素によるア
ブレーション治療が行われた 50例の高リスク群分化型甲状腺癌患者を対象とし、達成率を算
出した。アブレーション治療の達成は放射線ヨウ素を用いたWhole body scan (WBS) で判定
し、その達成はWBSでの集積の消失とした。また、アブレーション治療の達成の成否と患者
側の因子について多変量ロジスティック回帰分析を用いて解析した。 
【結果】 
放射線ヨウ素を用いたWBSにて 41例で集積の消失が確認された。その達成率は 82.0％であ
った。達成の成否と患者側の因子で有意な関連は見られなかった。 
【結論・考察】 
高リスク群の分化型甲状腺癌に対する低用量 (1110MBq) の放射線ヨウ素でのアブレーショ
ン治療の達成率は 82%であり、従来報告されている達成率と同等であった。また、アブレー
ション治療の達成の成否と患者側の因子（年齢、性別、pT stage、リンパ節転移の有無、甲状
腺全摘術からアブレーション治療までの期間）で有意な関連は見られなかった。 
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